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裾に取りつき 泣く子らを 置きてそ来ぬや 母
おも
なしにして
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12/3215 白たへの 袖の別れを 難みして 荒津の浜に 宿りするかも
12/3216 草枕 旅行く君を 荒津まで 送りそ来ぬる 飽き足らねこそ
17/3957 天離る 鄙治めにと 大君の 任けのまにまに 出でて来し 我を送ると あをによし
奈良山過ぎて 泉川 清き河原に 馬留め 別れし時に．．．









20/4375 松の木の 並みたる見れば 家人の 我れを見送ると 立たりしもころ








































20/4423 足柄の 御坂に立して 袖振らば 家なる妹は さやに見もかも
20/4364 防人に 立たむ騒きに 家の妹が 業るべきことを 言はず来ぬかも
20/4427 家の妹ろ 我を偲ふらし 真結ひに 結ひし紐の 解くらく思へば








































いるんですが、そのときに出征する兵士がですね、「韓衣 裾に取りつき 泣く子らを 置きてそ来
のや 母なしにして」、という歌を歌います。韓衣というのは、あとが、裾が合わないんですね。で
すから、その裾に取りついて泣く子、それですから、子どもを残していく。で、それを私は置いてき
たことだって言うんですね。
それでそれはどうなるかというと、母なしにして、つまりあと、お母さんがなくてと言うんです。で
すから妻はもう死んでるんですね。ですからもう孤児になってしまうんです。しかも自分は出征して
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しまう。母親もいない。だから両親がいってしまったら、この子たちはどうなるだろうということを
考えるんですね。そういうことを出征をする兵士が考えているというのが、この歌であります。こん
なふうな戦争の悲惨さというものも、確かに万葉集の中にはあるんです。
ここでは4401番歌を「戦争の悲惨さ」を詠んだ歌だと解説しているが、歌の細かい解釈の是非は別にし
て、防人というものは、大伴家持が「防人の悲別の情を陳べし歌」と題する4408番歌の先頭で「大君の
任けのまにまに 島守に 我が立ち来れば．．．」と詠んでいるように、あくまでも「島守」（国境の警護）の
任務であり、「戦争」への出征ではない。万葉集巻二十の防人歌はすべて天平勝宝七年（755）のものであ
り、この時期に外国との戦争はないから（４年後の天平宝字３年から数年間新羅征伐に向けての動きがあ
るが実施はされない）、これらの防人の任務はすべて「平時」の島守である。したがって、この歌は「戦
争の悲惨さ」を詠んだものではあり得ない。大伴家持が4408番歌で言っているように、防人という日本国
の国境防衛の任務に赴くに際しての「悲別の情」であり、この感情は、現代の（携帯）電話のように遠く
離れた相手の安否を容易に確認するすべのなかった時代にあって、柿本人麻呂や大伴家持など長期間にわ
たって地方の国々を廻って任務を果たしてきた多くの官人たち「すべて」が経験しているものである。何
も防人やその家族だけに限らない。そのことは万葉集中の膨大な数の羈旅の歌や別れの歌などを見れば一
目瞭然である。したがって、万葉集の注釈書を著す専門家が、市民に向ってこの歌を安直に「戦争の悲惨
さ」を詠んだ歌と紹介しているのを見るにつけ、これが果たして「万葉の心」なのだろうかと大きな疑問
を感じざるを得ないのである。
４．おわりに
本論文では、万葉集4401番歌に関する従来の解釈を再検討し、以下の三つの結論を得た。第一に、初句
の「韓衣」は、通説が言うような防人の衣服や単なる枕詞などではなく、防人の妻が見送りに行くために
実際に着た着物であること。第二に、妻は韓衣を着て夫の見送りに行くが、子供が幼いので見送りに連れ
て行くことができず、やむを得ず家に残そうとした時に子供が母親の韓衣の裾に取り付いて泣いたこと。
第三に、結句「母なしにして」は、母親が見送りから家に帰るまでの間、子供にとって「母なしの状態」
になることを意味していること。ここに示した三つの結論が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご
批判をあおぎたい。
最後に、歌の内容には直接関係しないので本文中では触れなかったが、初句の訓み方について補足して
おきたい。初句の原文は底本（西本願寺本）などには「からころも
・
（可良己呂茂
・
）」とあるが、通説は句
末の「茂」を「武」の誤字だとして「からころむ
・
」と訓んでいる。この訓み方の根拠は三つある。第一
に、元暦校本・類聚古集・広瀬本に「武」とあること。第二に、第１節の注釈書①が指摘しているよう
に、万葉集には「茂」を「も」の音仮名に用いた例が３つしかないこと（4401番歌を除く）。第三に、防
人歌には「いも
・
（妹）」→「いむ
・
」（4321、4364番歌）、「さきも
・
り（防人）」→「さきむ
・
り」（4364番歌）、
「くも
・
（雲）」→「くむ
・
」（4403番歌）、「かも
・
」→「かむ
・
」（4403番歌）のように中央語の「も」を「む」に
訛った例があること。以上の三つの根拠を見ると、一見、通説の「からころむ
・
」は適切な訓み方であるよ
うに見える。しかし、これには次のような反論が可能である。
第一に、「茂」と「武」のいずれが正しいかという問題であるが、これは写本の信頼性の問題に帰着す
る。通説は元暦校本などを信用しているが、二つの姉妹編の論文でも示したように（[13]、[14]）、734番
歌と3122番歌の結句の表記に関する問題で、通説は元暦校本などの「乎」を正しいとするが、実は底本な
どの「牟」の方が正しいことを示した。したがって、今回の場合も、元暦校本などの「武」の方が誤写で
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あり、底本の表記「茂」の方が正しい可能性がある。
第二に、「茂」を「も」の音仮名とする例が（4401番歌のほかには）３例しかないという点であるが、
結論として、これは特に異例というほどではない。万葉集には「茂」の字が全部で26例あるが、そのうち
22例は「しげる」の訓字として用いられ、残りの４例が「も」の音仮名である。これが異例というほどで
ないことは、例えば、「飛」の字が全部で42例あるが、そのうち37例が「とぶ」という訓字で、残りの５
例が「ひ」の音仮名であることを見ても明らかである。
第三に、先に実例を示したように、防人歌にはア音、イ音、ウ音に続く「も」が「む」に訛る例がある
ことは確かであるが、オ音に続く「も」が「む」に訛る例はない。実際、今問題の4401番歌は別にして、
東歌と防人歌に限定して「ころも＝衣」の例を調べると、全部で７例あるが（3449、3482（２つ）、4351、
4388、4424、4431番歌）、いずれも「ころも
・
」であり「む」に訛っていない。
以上のことから、通説の訓み方を正当化する新
・
た
・
な
・
根拠でも出てこない限り、4401番歌の初句は底本の
「茂」を正しいとして「からころも
・
」と素直に訓むべきではないだろうか。この訓み方は、上代特殊仮名
遣の観点から「ころも」の「も」と「茂」がともに乙類であることともつじつまが合う。
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